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上
平

菅
家
和
孝
家
文
書
よ
り

明
治
三
十
年
、
青
苧
引
手
間

六
月
十
八
日
、
小
野
川
分
校

（
現
在
・
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
）

で
、奥
会
津
大
学「
地
域（
集
落
）

の
調
べ
方
」
を
私
が
担
当
し
ま

し
た
。
五
年
目
に
な
る
こ
の
講

座
は
、
実
際
に
集
落
を
歩
き
な

が
ら
先
人
の
遺
産
を
調
べ
、
考

え
る
と
い
う
こ
と
を
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
ま
で
只
見
町
、
昭
和

村
下
中
津
川
、
小
中
津
川
、
大

芦
、
大
岐
等
を
歩
き
ま
し
た
。

今
年
は
小
野
川
集
落
を
、
午

前
中
に
雷
神
社
前
、
大
乗
寺
境

内
、
地
蔵
堂
、
阿
弥
陀
堂
、
五

輪
塔
、
三
島
神
社
（
御
伊
勢
の

宮
沢
、
後
沢
（
お
城
沢
））、
名

主
家
と
ア
カ
マ
ツ
、
権
現
様
供

養
塔
群
を
見
ま
し
た
。午
後
は
、

そ
の
解
説
と
、
参
加
者
と
と
も

に
地
域
の
調
べ
方
を
話
し
合
い

ま
し
た
。
村
内
外
よ
り
三
十
名

の
参
加
が
あ
り
、
埼
玉
県
・
群

馬
県
・
栃
木
県
か
ら
の
参
加
者

も
お
ら
れ
ま
す
。

  

こ
の
講
座
で
、
六
月
十
日
に

下
中
津
川
上
平
の
菅
家
和
孝
さ

ん
か
ら
提
供
さ
れ
た
史
料
に
つ

い
て
読
み
ま
し
た
。
講
座
に
は

和
孝
さ
ん
も
参
加
さ
れ
ま
し

た
。前

回
に
報
告
し
た
よ
う
に
、

百
六
十
四
年
前
の
一
八
五
〇
年

（
嘉
永
三
年
）
四
月
に
建
て
ら

れ
た
土
蔵（
大
工

金
左
衛
門
）

の
な
か
に
収
蔵
し
て
あ
っ
た
和

孝
家
祖
先
の
書
い
た
資
料
の
な

か
に
、「
明
治
三
十
年

家
屋

建
築
木
割
帳
」
が
あ
り
ま
し

た
。
百
十
七
年
前
の
一
八
九
七

年
に
家
屋
と
別
な
土
蔵
ひ
と
つ

を
建
て
た
際
の
記
録
で
し
た
。

こ
の
と
き
建
て
た
土
蔵
は
昭
和

二
十
六
年
の
下
中
津
川
大
火
後

の
復
旧
活
動
の
な
か
で
類
族
家

の
オ
ー
ハ
ラ
堂
脇
に
解
体
移
転

さ
れ
ま
し
た
。
上
平
は
火
災
を

ま
ぬ
が
れ
ま
し
た
。

こ
の
家
屋
建
築
木
割
帳
の
後

段
に
、
明
治
三
十
年
夏
の
農
作

業
に
つ
い
て
の
手
間
書
き
が
残

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
内
容
を
見

る
と
、
手
間
頼
み
し
た
人
の
名

前
、
い
つ
か
ら
い
つ
ま
で
、
の

べ
何
人
役
か
（
給
料
を
支
払

う
）、
そ
の
作
業
内
容
が
記
録

さ
れ
て
い
ま
す
。

家
人
で
働
い
た
ほ
か
に
忙
し

い
と
き
に
頼
ん
だ
と
思
わ
れ
ま

す
か
ら
、
こ
れ
以
外
に
家
人
労

働
の
開
始
時
期
、
畑
か
ら
の
採

取
な
ど
も
あ
る
こ
と
を
見
失
わ

な
い
で
読
み
ま
す
。

か
ら
む
し
挽
き
、
麻
切
り
、

乾
燥
し
た
麻
を
水
で
う
る
か
し

て
麻
挽
き
と
連
続
し
て
い
る
こ

と
が
よ
く
わ
か
り
ま
す
。以
下
、

史
料
の
翻
刻
を
示
し
ま
す
。

青
苧
（
あ
お
そ
、
か
ら
む
し

の
こ
と
）
引
手
間

旧

七
月
八
日
与
利
（
よ
り
）

一
、六
人
役

お
か
や

同

十
八
日
与
利
二
十
二
日
迄

一
、五
人
役

み
く
に
（
※
）

同

十
八
日
与
利
二
十
日
迄

一
、三
人
役

お
さ
ん

同

二
十
一
日

あ
さ
切

一
、一
人
役

金
一

同

二
十
七
日

一
、一
人
役

一
（
は
じ
め
）

同

二
十
八
日

一
、一
人
役

寅
吉

旧

八
月
七
日

一
、一
人
役

丑
松

旧

八
月
十
一
日

麻
切
仕
舞

（
あ
さ
き
り
・
し
ま
い
、
終
了

し
た
こ
と
）

一
、一
人
役

一
（
は
じ
め
）

旧

八
月
二
十
三
日
ヨ
リ 

麻
引

九
月
二
日
迄

一
、九
人
役

お
は
や

一
、九
人
役

お
か
や

一
、
同

  

お
つ
ね

※
六
月
二
十
一
日
に
、
三
島
町

名
入
「
山
び
こ
」
で
開
催
さ
れ

た「
よ
く
わ
か
る
古
文
書
教
室
」

で
海
老
名
俊
雄
先
生
に
校
閲
い

た
だ
き
ま
し
た
。
特
に
「
み
く

に
」
が
読
め
ま
せ
ん
で
し
た
。

丹
（
に
）
の
略
字
と
い
う
こ
と

で
す
。

次
回
は
大
芦
中
見
沢
の
五
十

嵐
正
年
家
文
書
よ
り
大
正
時
代

の
青
苧
資
料
を
紹
介
す
る
予
定

で
す
。

【連
載
】
新
史
料
紹
介

昭
和
村
文
化
財
保
護
審
議
会
委
員

菅
家

博
昭

（大
岐
）

野
尻
組
の
「麻
」
「か
ら
む
し
」
～
第
７
回
～

▶ 

奥
会
津
大
学
（
小
野
川
開
催
）














